平成１６年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築計画 〕

【ＮＯ．１】

　住宅形式とそれに関連の深い時代との組合せとして、最も適当なものは、次のうちどれか。
　　　　数寄屋造り　　書院造り　　　寝殿造り　　　主殿造り
　１　　平安時代　　　室町時代　　　桃山時代　　　江戸時代
　２　　平安時代　　　江戸時代　　　桃山時代　　　室町時代
　３　　室町時代　　　江戸時代　　　平安時代　　　桃山時代
　４　　江戸時代　　　桃山時代　　　平安時代　　　室町時代
　５　　江戸時代　　　桃山時代　　　室町時代　　　平安時代
【ＮＯ．２】

　用語と単位との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。

　１　日射量　　…　W/m2

　２　熱伝達率　…　W(m2・K)

　３　輝　度　　…　1m/m2

　４　圧　力　　…　Pa又はN/m2

　５　電力量　　…　J又はW・h

【ＮＯ．３】

　室内の空気汚染に最も関係の少ないものは、次のうちどれか。
　１　窒素
　２　一酸化炭素

　３　VOC(揮発性有機化合物)

　４　オゾン

　５　塵埃（じんあい）
【ＮＯ．４】

　換気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　換気回数は、室の1時間当たりの換気量を室容積で除した値である。
　２　第三種換気法は、機械排気と自然給気によって行われる方式である。
　３　換気の主な目的は、室内の空気を清浄に保つことであり、気流速を得ることではない。
　４　小屋裏換気は、小屋裏の結露防止や夏期の排熱促進に効果がある。
　５　建築物内外の温度差を動力とする自然換気の換気量は、給気口と排気口の面積に関係するが、

　　　その取付け高さの差には関係しない。
【ＮＯ．５】

　伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　断熱材の熱伝導率は、一般に、水分を含むと大きくなる。
　２　単位面積当たりの放射受熱量は、熱源からの距離に反比例する。
　３　外壁の仕上げや断熱性能が同じであっても、方位によって日射取得熱は異なる。
　４　中空層の熱抵抗の値は、中空層の密閉度・厚さなどによって異なる。
　５　白色ペイント塗りの壁の場合、遠赤外線などの長波長放射の吸収率は高いが、日射などの

　　　短波長放射の吸収率は低い。
【ＮＯ．６】

　結露に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　結露は、カビやダニの発生の要因となる。
　２　保温性の高い建築物であっても、暖房室と非暖房室とがある場合、非暖房室では結露が発生し

　　　やすい。
　３　窓下への放熱器の設置は、窓面の結露防止に効果がある。
　４　外壁の室内側に生じる表面結露は、防湿層により防ぐことができる。
　５　コンクリート構造の建築物では、外断熱工法を用いると、ヒートブリッジ(熱橋)ができにくく、

　　　結露防止に効果がある。
【ＮＯ．７】

　日照・日射に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　天空日射量は、一般に、大気透過率が高くなるほど減少する。
　２　日照に関連して住宅の隣棟間隔を検討する場合には、冬至の日について考える。
　３　晴天日に南向き鉛直面が受ける1日当たりの直達日射量は、冬至の日より夏至の日のほうが

　　　多い。
　４　可照時間は、その土地の緯度と季節によって決まる。
　５　晴れた冬至の日の正午における直達日射量は、水平面より南向き鉛直面のほうが多い。
【ＮＯ．８】

　音に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　残響時間は、室容積に比例する。
　２　JISによる床衝撃音レベルに関する遮音等級では、その数値が大きいほど遮音性能に優れて

　　　いる。
　３　吸音力とは、材料の吸音率にその面積を乗じたものをいう。
　４　20歳前後の正常な聴力をもつ人の可聴周波数の範囲は、20Hz～20kHz程度である。
　５　多孔質材料の吸音率は、一般に、低音より高音のほうが大きい。
【ＮＯ．９】

　色彩に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　マンセル表色系は、色相、明度、彩度という三つの属性を用いて色を表示する体系である。
　２　同じ色の場合、一般に、面積の大きいものほど、明度及び彩度が高くなったように見える。
　３　色の重い・軽いの感覚は、一般に、明度の高いものほど軽く感じられる。
　４　赤と青緑のような補色を並べると、互いに彩度が低くなったように見える。
　５　演色とは、照明光が色の見え方に及ぼす影響のことをいう。
【ＮＯ．１０】

　高齢者等に配慮した一戸建住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　室内の各出入口の戸は、できるだけ引戸とした。
　２　便器は腰掛け式とし、立ち上がりやすいように、便器の両側の壁に手すりを設けた。
　３　浴槽の縁の高さは、洗い場の床面から60cmとした。
　４　車いすの使用に配慮し、玄関のくつずりと玄関ポーチの高低差を2cmとした。
　５　車いすの使用に配慮し、キッチンカウンターの下部に高さ60cm、奥行45cmのクリアランスを

　　　設けた。
【ＮＯ．１１】

　集合住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　メゾネット型は、1住戸が2層以上で構成された住戸形式で、一般に、専用面積の小さな住戸に

　　　は適さない。
　２　スキップフロア型は、共用廊下を介さずに、外気に接する2方向の開口部をもつ住戸を設ける

　　　ことができる。
　３　リビングアクセス型は、各住戸の表情を積極的に表に出すことを意図して、共用廊下側に居間

　　　を配置する形式である。
　４　中廊下型は、一般に、住棟を東西軸に配置することが多い。
　５　テラスハウスは、各住戸がそれぞれ土地に接し、専用庭をもっている。
【ＮＯ．１２】

　商業建築物の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンビニエンスストアの売場内は、見通しがよく、客が自由でスムーズに巡回できる計画と

　　　した。
　２　喫茶店のカウンター内の床を、客席の床より高く計画した。
　３　百貨店の売場の床面積を、延べ面積の60%とした。
　４　レストランの厨房の床面積を、レストラン全体の床面積の30%とした。
　５　劇場のプロセニアムステージから火災が観客席に拡がるのを防ぐために、プロセニアムアーチ

　　　のステージ側に防火幕を設けた。
【ＮＯ．１３】

　事務所ビルの計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ダブルコア方式は、2方向避難を確保しやすい。
　２　貸事務所におけるフロア貸しは、階を単位として賃貸する形式である。
　３　事務室の1人当たりの所要床面積は、一般に、8～12m2程度である。
　４　貸事務所における基準階のレンタブル比は、一般に、収益性を考慮すると、75～85%程度が

　　　目安となる。
　５　夜間の通用口は、一般に、複数設ける。
【ＮＯ．１４】

　保育所の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　昼寝の場と食事の場を、分けて設けた。
　２　幼児用の便所は、保育室から離して設けた。
　３　遊戯室と保育室に、床暖房を設けた。
　４　乳児室は、幼児の保育室から離して設けた。
　５　年齢が異なる幼児が交流できる場として、図書コーナーを設けた。
【ＮＯ．１５】

　地域図書館の分館の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　分館は、地域住民の徒歩圏内に計画した。
　２　閲覧室の床の仕上げは、歩行音の発生が少なくなるように、タイルカーペットとした。
　３　一般閲覧室と児童閲覧室は分けて配置し、貸出しカウンターは共用とした。
　４　貸出し用の図書は、できるだけ多くを開架式として提供した。
　５　新聞や雑誌などを気軽に読む空間として、レファレンスルームを設けた。
【ＮＯ．１６】

　公共建築物の各部の寸法又は勾配に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　車いす使用者が利用する小型自動車1台当たりの駐車スペース(幅×奥行)を、300cm×600cmと

　　　した。
　２　歩行者用のスロープの勾配を、１／１２とした。
　３　自転車1台当たりの駐輪スペース(幅×奥行)を、60cm×190cmとした。
　４　ストール型小便器の心々間隔を、80cmとした。
　５　洗面化粧台の高さを、75cmとした。
【ＮＯ．１７】

　屋根に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　切妻屋根は、大棟から両側に流れをもつ屋根である。
　２　陸屋根は、勾配が小さい平たんな屋根である。
　３　寄棟屋根は、四つの隅棟が一点に集まった屋根である。
　４　入母屋屋根は、上部を切妻とし、下部の屋根を四方に葺きおろした屋根である。
　５　腰折れ屋根は、勾配が上部と下部で異なり、下部が急勾配の屋根である。
【ＮＯ．１８】

500戸程度の住宅団地を計画する場合、一般に、少なくとも1か所は団地内に設置する必要のある施設は、次のうちどれか。
　１　小学校

　２　病院
　３　郵便局

　４　図書館
　５　集会所
【ＮＯ．１９】

　空気調和設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　定風量単一ダクト方式は、熱負荷特性の異なる部屋におけるそれぞれの負荷変動に対応する

　　　ことができない。
　２　変風量単一ダクト方式は、定風量単一ダクト方式に比べて、搬送エネルギー消費量が増加する。
　３　空気熱源パッケージ型空調機方式は、圧縮機の容量制御として、インバータによるものが一般

　　　的である。
　４　空気熱源パッケージ型空調機方式のマルチ型は、一つの屋外ユニットと複数の屋内ユニットと

　　　を組み合わせたシステムである。
　５　空気熱源ヒートポンプ方式のエアコンの暖房能力は、一般に、外気の温度が低くなるほど低下

　　　する。
【ＮＯ．２０】

　建築設備に関する次の用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　１　照明設備　…　コードペンダント
　２　排水設備　…　阻集器
　３　通信設備　…　PBX(構内交換機)

　４　給水設備　…　キュービクル
　５　電気設備　…　セルラダクト
【ＮＯ．２１】

　給水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　バキュームブレーカは、吐水した水又は使用した水が、逆サイホン作用により給水管に逆流

　　　するのを防止するために設ける。
　２　クロスコネクションとは、上水の給水・給湯系統とその他の系統が、配管装置により直接接続

　　　されることをいう。
　３　吐水口空間とは、給水栓の吐水口端とその水受け容器のあふれ縁との垂直距離をいう。
　４　圧力水槽方式は、高置水槽方式に比べて、一般に、給水圧力の変動が大きい。
　５　高置水槽方式は、揚水ポンプの圧力により直接建築物内の必要箇所に給水する方式である。
【ＮＯ．２２】

　排水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　自然流下式の排水立て管の管径は、一般に、上層階より下層階のほうを大きくする。
　２　排水立て管の上部は、伸頂通気管として延長し、大気中に開口する。
　３　排水トラップを設ける目的は、排水管内の臭気・衛生害虫などの室内への侵入を防止すること

　　　である。
　４　敷地内に埋設する排水管の合流箇所や方向変換箇所などには、排水ますを設ける。
　５　飲料用受水槽のオーバーフロー管の排水は、一般排水系統の配管に間接排水とする。
【ＮＯ．２３】

　電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　貸事務所の場合、EPS(電気シャフト)の点検は、廊下などの共用スペースから行えることが

　　　望ましい。
　２　同一電線管に収める電線本数が多くなると、電線の許容電流は小さくなる。
　３　電気洗濯機用コンセントには、接地用端子の付いた接地極付きコンセントを使用することが

　　　望ましい。
　４　低圧屋内配線において、合成樹脂製可とう管は、コンクリート内に埋設してはならない。
　５　バスダクト配線方式は、大容量幹線に適している。
【ＮＯ．２４】

　防災・消防設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　水噴霧消火設備は、油火災に対しても有効である。
　２　自動火災報知設備の発信機は、手動によって火災信号を受信機に発信するものである。
　３　自動火災報知設備の差動式感知器は、周囲の温度が一定の温度以上になった時に作動する。
　４　自動火災報知設備の配線に使用する電線と一般照明用の電線とは、一般に、同一の配管の中に

　　　設けてはならない。
　５　二酸化炭素を放出す為全域放出方式の不活性ガス消火設備を設ける場合は、常時人がいない

　　　部分とする。
【ＮＯ．２５】

　環境に配慮した建築設備計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　電気室の位置は、負荷までの経路が長くなるように計画した。
　２　設備スペースにゆとりをもたせ、設備機器の保守・更新に対応可能とした。
　３　環境への配慮の度合いを、ライフサイクル二酸化炭素排出量(LCCO2)により評価した。
　４　洗面器の給湯栓には、自動式のものを用いた。
　５　ペリメーター年間熱負荷係数(PAL)の値を小さくするために、窓の断熱性能を高めた。












